
「心のバリアフリー」に係る学習指導要領の記述

（総則）

第５ 学校運営上の留意事項
２ 家庭や地域社会との連携及び協働と学校間の連携
教育課程の編成及び実施に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

イ 他の小学校や，幼稚園，認定こども園，保育所，中学校，高等学校，特別支援学校などとの間の連携や交流を図るとともに，
障害のある幼児児童生徒との交流及び共同学習の機会を設け，共に尊重し合いながら協働して生活していく態度を育むようにす
ること。

(特別の教科 道徳)
第２ 内容
Ｂ 主として人との関わりに関すること
［相互理解，寛容］
〔第３学年及び第４学年〕
自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，相手のことを理解し，自分と異なる意見も大切にすること。

〔第５学年及び第６学年〕
自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，謙虚な心をもち，広い心で自分と異なる意見や立場を尊重すること。

Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること
［公正，公平，社会正義］
〔第１学年及び第２学年〕
自分の好き嫌いにとらわれないで接すること。

〔第３学年及び第４学年〕
誰に対しても分け隔てをせず，公正，公平な態度で接すること。

〔第５学年及び第６学年〕
誰に対しても差別をすることや偏見をもつことなく，公正，公平な態度で接し，正義の実現に努めること。

(特別活動)
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い
２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。
（４）異年齢集団による交流を重視するとともに，幼児，高齢者，障害のある人々などとの交流や対話，障害のある幼児児童生徒

との交流及び共同学習の機会を通して，協働することや，他者の役に立ったり社会に貢献したりすることの喜びを得られる
活動を充実すること。

＜例＞ 新小学校学習指導要領（平成29年３月告示）（抜粋）

※その他の教科等においても「心のバリアフリー」に係る指導を充実。
※新中・高等学校学習指導要領においても小学校と同様に「心のバリアフリー」に係る指導を充実。
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